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１ 市街地総合再生計画の地区の名称、区域及び面積 

地区の名称 ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 

面積 約６ha 

区域 添付資料のとおり 

   

２ 地区整備の基本方針 

【地区の状況】 

ＪＲ春日井駅周辺は明治以降、鳥居松を中心に発展してきた。また、駅前は昭和 35 年から始ま

った春日井駅前土地区画整理事業により整備され、市役所が昭和 35 年に現在の地に移転したのを

契機に公共施設や事業所などが集まり、都市機能の中心を形成してきた。しかし、国道 19 号がそ

のすぐ北側を走っているため、大型店などを中心に国道沿いでの商業活動が活発になる一方、駅前

の商業機能が低下しつつある。（地区の現況は添付資料２～６（区域図）のとおり） 

このような状況を踏まえ、市は、都市交流拠点将来ビジョン、総合計画及び都市計画マスタープ

ラン等の上位計画に基づき、市が主体的に行う事業として、「自由通路」、「橋上駅舎」整備など交通

結節点機能の強化に取り組んでいる。また、まちづくりアンケート及びまちづくり懇話会において、

駅前広場の交通安全性の向上や生活利便施設の整備が重要課題であることが浮き彫りになり、ＪＲ

春日井駅周辺のにぎわい創出を目指し、自由通路整備等にあわせ、民間活力の誘導を図るなどの取

組みが望まれている。 

一方、駅周辺は、細分化した低未利用地が多く存在し、市民が求める駅前にふさわしい土地利用

が図られていない。このため共同化を促進し、地域に求められる都市機能等を計画的に整備するこ

とにより、地区の活性化を図っていく必要がある。 

以上のことから、土地の合理的かつ健全な高度利用、市街地環境の整備改善を図るため、国土交

通省（旧建設省）が定める「市街地再開発事業等に係る国庫補助採択基準及び実施要領」第３第３

号に基づき、本計画を作成する。 

 

【地区全体の基本方針】 

 

○基本コンセプト 

市の玄関として利用しやすくにぎわいのある都市交流拠点づくり 

 

(1) すべての人々にとって安全でやさしい駅前づくり 

① 駅北口及び南口の再編 

自由通路及び橋上駅舎の整備にあわせて、南北駅前広場のレイアウトなどを交通状況に応じ

て見直すことで、より安全で利用しやすい駅前の交通環境を形成する。また駅前広場の再整備

に合わせ、誰もが快適に利用できるよう、ユニバーサルデザイン（バリアフリー）に配慮した

施設整備を推進する。 

 

(2) 生活の一部として利用しやすい駅前づくり 

① 駅周辺居住の推進 

名古屋駅までＪＲ中央本線快速で約 19 分という利便性を活かし、子育て世代を中心とした

まちなか居住による集約されたまちづくりの促進を図るため、良好な都市型住宅の供給を誘導

する。 

 

② 産業（商業・業務）立地の推進 

都市交流拠点となる駅前にふさわしい、質の高い商業・業務機能（店舗、事務所等）の集積

を目指す。また、駅前に多様な機能を有する複合利便施設の整備の検討を行う。 
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③ 土地の有効利用によるメリハリのある市街地の形成 

駅近隣でも駐車場や空地などの低未利用地、比較的老朽化した建物が目立つため、その効率

的な土地活用による都市機能の複合的集積を誘導するとともに、防災機能の整備を検討する。 

 

④ 防犯・治安対策の強化 

駅周辺は居住地・商業地であるとともに、不特定多数の人が利用するため、これらの人々が

安心して生活や駅利用ができることが求められる。そのため、駅前への交番設置を検討すると

ともに、街路灯の設置など治安・防犯対策を推進する。 

 

(3) みんなでつくるにぎわいある駅前づくり 

① 顔となるシンボル的なにぎわい駅前空間の形成 

駅前らしいにぎわいを創出するために、駅前広場に多目的に利用できる空間を設け、人々が

滞留する仕組みづくりを推進する。 

 

② 地域コミュニティによるまちづくりの推進 

市民によるイベントの開催などの取り組みを推進する。 

駅前広場等の空間の官民協働による維持管理や、春日井市のＰＲ活動などの仕組みづくりを

行う。 

 

③ 歩行者回遊ネットワークの整備 

人々が行き交い、まちのにぎわいを生み出すように、歩いて楽しい・快適な歩行環境を形

成する。 

 

【駅南北の整備方針】 

北口：春日井市の玄関にふさわしい都市交流拠点づくり 

駅利用者の多くが北口を利用し、公共交通機関も主に北口から発着している。また、市役所等の

行政施設への玄関となっている。このことから、市内外から集まる人を対象にした都市機能の集積

を誘導する。その受け皿を確保するために、北口広場の再整備に併せた低未利用地の集約や高度利

用等を検討する。また、市の玄関にふさわしいにぎわいづくりに取り組む。 
 

南口：自由通路整備を契機とした新たな都市交流拠点づくり 

南口の駅利用者は北口と比較して少なく、バスの発着はかすがいシティバスに限定されているが、自由

通路の整備等により南北地域間交通の円滑化など利便性が飛躍的に向上する。 

自由通路整備等の効果を最大限に活用し、駅周辺に存在する大規模工場や低未利用地の活用によ

り、地域に不足する機能等を兼ね備えた複合利便施設の整備等により新たな都市交流拠点づくりに

取り組む。 
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３ 再開発事業の実施に関する計画 

計画区域を以下の点に留意して設定し、共同化の機運が整った地区から段階的に事業を実施する。 

(1) 駅前広場や幹線道路に隣接する街区 

・駅前広場や幹線道路に面する街区を先導的に整備することにより、駅利用者等の視認性の最も

高い場所で、良好な居住環境、にぎわい等をアピールでき、周辺への高い波及効果が期待できる。 

 

(2) 市有地に隣接する街区 

・駅周辺の市有地をまちづくりの種地として民有地と一体的に利用することで、まとまった土地

の確保と市有地を活用した公共公益施設の整備が可能となる。 

 

(3) 共同化によるまとまった整形な街区 

・低未利用地、比較的老朽化した建物が多い街区など、共同化が望まれる街区であり、かつ、合

理的な複合利便施設建設が可能となる整形な用地が確保できることを考慮し、区域を設定する。 

 

添付資料７ 

計画図 記号 
地区名称（仮称） 地区面積 事業手法 施設概要 

Ａ ＪＲ春日井駅北口 A地区 
約 0.8ha 

(敷地面積：約 0.6ha) 

市街地再開発事業 

優良建築物等整備事業 

等 

商業施設 

住宅 

公共公益施設 

駐車場 

  等 

Ｂ ＪＲ春日井駅北口Ｂ地区 
約 0.6ha 

(敷地面積：約 0.4ha) 

Ｃ ＪＲ春日井駅北口Ｃ地区 
約 0.6ha 

(敷地面積：約 0.4ha) 

Ｄ ＪＲ春日井駅北口Ｄ地区 
約 0.4ha 

(敷地面積：約 0.3ha) 

Ｅ ＪＲ春日井駅北口Ｅ地区 
約 0.2ha 

(敷地面積：約 0.1ha) 

Ｆ ＪＲ春日井駅南口Ｆ地区 
約 0.6ha 

(敷地面積：約 0.5ha) 

Ｇ ＪＲ春日井駅南口Ｇ地区 
約 0.6ha 

(敷地面積：約 0.5ha) 

 

４ 建築物の整備に関する計画    

(1) 共同化の推進 

小規模な宅地を共同化することにより、まとまった規模の事業用地を生みだし、市街地再開

発事業等の事業手法を活用して、市の玄関にふさわしい都市の魅力と活力を発信する建築物の

整備を誘導する。 

 

(2) 援助・誘導等 

駅周辺における魅力ある都市交流拠点づくりを図るため、必要に応じて、高度利用地区の指

定や用途地域の見直しなどを行う。 

 

(3) 住宅の整備目標 

駅周辺でのまちなか居住を促進するために、計画的に都市型住宅の供給を誘導する。地区ご

との戸数は、事業実施段階の経済状況によるが、概ね 100～150戸程度の供給が想定される。 
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５ 地区施設の整備に関する計画 

 

添付資料７ 

計画図 記号 
施設名 内容 

Ｈ 自由通路及び橋上駅舎の整備 

自由通路 （延長：約 100ｍ 幅員：8～10ｍ）  
橋上駅舎 （約 1,300㎡）  
エレベーター、エスカレーター等バリアフリー施設 

Ｉ 北口駅前広場の再整備 
面積 約 5,600㎡ 

バス、タクシー乗降場 等 

Ｊ 南口駅前広場の再整備 面積 約 2,400㎡ 

Ｋ 待車場の再整備 面積 約 1,500㎡ 

－ 上条地区公共下水道の整備 春日井市下水道基本計画による 

 

６ 公開空地等の整備に関する計画 

市街地再開発事業等により、歩道と一体となった歩道状空地や交差点部にはオープンスペー

スなどの公開空地等の確保を図る。 

 

７ 当面の地区整備の方針（概ね５年以内に事業着手する内容） 

(1) 自由通路及び橋上駅舎の整備 

(2) 北口駅前広場の再整備 

(3) 南口駅前広場の再整備 

(4) 待車場の再整備  

(5) 上条地区公共下水道の整備 

 

８ 再開発事業と公共施設の一体的整備に関する計画 

地域に求められる公共公益施設を検討し、必要に応じて整備する。 

 

９ その他必要な事項 

(1) 駅前広場や市有地の有効活用の検討 

（基本方針「すべての人々にとって安全でやさしい駅前づくり」に向けて） 

・共同化（市街地再開発事業等）にあわせて、駅前広場や市有地（待車場など）の一体的な活用の

可能性について検討 

 

(2) 市街地再開発事業や優良建築物等整備事業等の事業化推進 

（基本方針「生活の一部として利用しやすい駅前づくり」に向けて） 

・関係権利者のまちづくりに対する意識の啓発とまちづくり推進体制の構築 

・まちづくり活動に対する支援の充実 

・良好な都市環境及び都市景観を形成するためのまちづくり誘導方策の検討 

 

(3) イベント等の実施 

（基本方針「みんなでつくるにぎわいある駅前づくり」に向けて） 

・駅前広場や再開発事業により整備された施設等を活用して、市民や民間事業者が主体的にイベ

ント等を実施する仕組みづくり 

（事業主体） 

  春日井市 
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１． 位置図 

２． 区域図（敷地境界） 

３． 区域図（建物用途別現況） 

４． 区域図（建物構造・階数別現況） 

５． 区域図（建物年代別現況） 

６． 区域図（幅員階級別道路網現況） 

７． 計画図 

８． 整備構想図 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 位置図 

 

 

  

添付資料 １ 

市街地総合再生計画区域（約６ha） 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 区域図（敷地境界）  添付資料 ２ 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 区域図（建物用途別現況）  添付資料 ３ 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 区域図（建物構造・階数別現況）  添付資料 ４ 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 区域図（建物年代別現況）  添付資料 ５ 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 区域図（幅員階級別道路網現況）  添付資料 ６ 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 計画図  添付資料 ７ 
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ＪＲ春日井駅周辺地区市街地総合再生計画 整備構想図 

 

 

 

添付資料 ８ 


